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論文審査の要旨 

 

現代社会において common disease であるめまい症は、患者数の増加傾向とともに、今

後の超高齢社会を迎えるにあたり認知症に進展する遠因としても懸念されている。本研

究は、地域の一般耳鼻咽喉科医から紹介されためまい患者 1905 例のうち、原因不明とさ

れた 244 例を対象に、詳細に収集された臨床情報と各種の専門的検査を駆使して行った

精査入院で、97.5％の患者が確定診断に至った。約半数が良性発作性頭位めまい症で、

続いて起立性調節障害、末梢前庭障害、片頭痛性めまい、メニエール病が挙げられ、適

切な治療に結びつけた研究であり、地域におけるめまい患者の疫学的実態を明らかにし

臨床的に有意義な研究成果と考える。 

公聴会では、各疾患において紹介元で原因不明となった理由とその課題についての質

問では、問診の強化や治療的診断の実施でめまい軽減を図れる可能性に言及し、必ずし

も高度で最新の検査機器を持たなくても医師・患者双方に満足のいく診療対策が可能で

あることを明解に回答された。また本研究成果を地域へフィードバックすることにより

診療精度が高まること意義についても強調された。 

以上より、主論文の内容と公聴会での質疑、および参考論文と合わせて、審査委員す

べてが適と判断し、博士（医学）の学位に値する研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに耳鼻咽喉・頭頸部外科学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。 
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